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貝殻表面にフジツボ類あるいは石灰藻が付着した生きたパナマルユキダ

カラガイ(軟体動物門,中腹足目,タカラガイ科)

久保田 信*

Shm Kubota: Living Ravitrona caputseゆentis on which shell surface barnacles or calcareous algae attach (Mollusca,

Mesogastropoda, Cypraeidae)

は　じ　め　に

タカラガイ類やウミウサギガイ類は,外套膜で貝殻の

表面全体を包むため光沢のある滑層で被われ,貝殻表面

はあたかも磨かれたようになっており,付着生物はみら

れない。ところが,生きたタカラガイ類やウミウサギガ

用=甲神棚冊判

図1,図2　5個体のフジツボ頬が付着した生きた-ナ
マルユキダカラカウイ

イ頬の貝殻上に,フジツボ頬あるいは石灰藻が付着した

例が南日本の太平洋岸,特に和歌山県沿岸から報告され

ている(南紀生物編集部, 1971 ;坂下, 1971 ;江川, 1976

a;江川, 1976b;宮脇・山口, 1977)c　今回,和歌山県

白浜町で,フジツボ類あるいは石灰藻の付着した2個体

のパナマルユキダカラガイRavitrona caputse坤・entis (Lin-

NAEUS)を採集した。これは,白浜町産のタカラガイ類

では初めての記録であり,また,付着生物を生育させた

この類の種としてほ第3番E]のものとなった。この新た

な記録を報告するとともに,日本産タカラガイ類および

ウミウサギガイ類-のフジツボ類と石灰藻の付着状況を

まとめた。

貝殻上に付着生物が生育した生きたパナマルユキダカラ

ガイ

記録1 (図1,図2)

付着生物　　貝殻背面の中央部付近に5個体のフジツ

ボ類が群生(4個体-い死, 1個体は剥

離脱落)

採集場所　　和歌山県西牟婁郡白浜町臨海の塔島

甲ii,i!
図3　石灰藻が付着した生きた-ナマルユキダカラガイ

*京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所(〒649-22和歌山県西牟婁郡白浜町臨海)
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表1　付着生物が生育した生きたタカラガイ類およびウミウサギガイ類

檀(和名) 謡体蓑　採集法　付着生物(和名)禁惹詔　採集地　文　献

ムラクモコダマウサギガイ*

-ナマルユキダカラガイ

ウミ　ウサギガイ

ホシ′キヌタガイ

ヤクシマダカラガイ

-ナマルユキダカラガイ

-ナマルユキダカラガイ

1　潜水採集　　サンカクフジツボ　　複数　　白浜町塔島　　南紀生物編集

4　　磯採集　　　アカフジツボ,

?サンカクフジツボ

1　-ビ刺網　　タテジマフジツボ

1　?エビ刺網　アカフジツボ

2　　潜水・　　　フジツボ類

磯採集

1　磯採集　　　フジツボ類

1　磯採集　　　石灰藻

複数?　鹿児島県

野間岬

1　　南部町茶屋

3　　　南部町堺

複数　　串本町有田**

5　　　白浜町塔島

一　　白浜町円月島

潔(1971

坂下(1971)

江川(1976a)

江川(1976b)

宮脇・山口

(1977

本報告

本報告

*原著ではコダマウサギ(大谷・奥谷, 1989;渡部, 1973;奥谷, 1986を参照)
**石灰藻の付着したタカラガイ類の記録あり

水深

採集年月日

記録2 (図3)

付着生物

採墳叫pif

水深

採集年月日

潮間帯

1994年2月26日

貝殻背面の頂端部に前端から後端にかけ

て'HI-.七港

和歌山県西牟婁郡白浜町臨海の円月島

潮間帯

1995年8月3日

上記のように, 2個体の-ナマルユキダカラガイとも

貝殻背面中央部付近に付着生物が生育していた。この部

分は貝の外套膜が両側から出会うところであるので,最

も露出しやすい部分であり,付着生物の着生・成長がも

っともおこりゃすい部分ともなっているのであろうd

過去の記録

はじめに述べたように,これまで日本からは和歌山県

産と鹿児島県産のタカラガイ輝やウミウサギ類でフジツ

ボ類や石灰藻の付着例が報告されていた。これらの記録

と本報告の2例の記録をまとめ,付着状況について表1

に示した。その結果,少なくとも3種のフジツボ類が5

種のタカラガイ類やウミウサギ類に付着していた。また,

フジツボ類は複数個体が付着することが多い。世界で約

200種が知られるタカラガイ類のうち,約40種が串本沿

岸に産する(宮脇・山口, 1977)ので,今後も和歌山県

をはじめ日本各地でこのような例が発見されてくると思
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